
農薬を使わない土壌伝染性植物病原菌の消毒法の構築のた
め、生物的還元土壌消毒に関わる微生物について研究してい
ます。この消毒法は、 (1)分解されやすい植物資材等を畑土壌
に鋤き込み、(2)土壌に十分灌水してからフィルムで土壌表面
を密封して還元処理し、(3)太陽熱により地温を上げながら約
3週間放置後、(4)土壌を耕起して作物を栽培するという方法
です。この消毒法では、土壌中に元来生息していた微生物の
うち、鋤き込んだ資材を還元条件下で分解して増殖する多種
類の嫌気性細菌の活性により、病原菌が死滅するものと考え
られています。これまでの研究で、消毒土壌から分離した嫌
気性細菌は糸状菌細胞壁成分分解性を持ち、ホウレンソウ萎
凋病菌を死滅させることが分かってきました。
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無酸素条件で嫌気性細菌（図1）を培養する時にホウレンソウ萎凋
病菌が増殖した寒天培地小片も培地に入れて共保温する（図2）。

嫌気性細菌培養後、培地から取り出した寒天片上の萎凋病菌は死
滅しており、その菌糸細胞は破壊されていた（図3）。
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